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’・本書は、石川県羽咋市柳田町に所在する「寺家遺跡」の第１２次発掘調査報告書である。
２．発掘調査は、個人住宅建設に伴うもので、羽咋市教育委員会が実施した。調査に係る費用は国
庫及び県費の補助による。

３．発掘調査は、羽咋市教育委員会文化課主事坂元勇・同嘱託宮下栄仁が担当した。また、庶務
は同係長谷内碩央があたった。

４．試掘調査は、平成７年1 0 月５日に行い、本調査は、平成８年４月2 2 日から６月８日の期間延べ
３２日間で実施した。

５．発掘調査の実施にあたっては柳田町の有志の参加・協力を得た。
稲安和子・菊井はつえ・坂本文・中島キミエ・前田サヨ子．宮田成子

６・出土遺物の整理及び報告書作成にあたっては、宮下の指導のもと、遺物洗浄．接合．記名．
実測・トレース作業を能山真登加・楠みち子・上田郁代・上井直子．坂元が行った。
図版作成・写真撮影を坂元が行った。

７．本書の執筆・編集は、谷内・宮下の助言・指導を受けて坂元が行った。
８．遺構・遺物挿図の指示は、下記のとおりである。

（１）挿図の縮尺は掲載挿図内にスケールなどで示した。
（２）方位はすべて磁北を表している。

（３）水平基準線の数値は海抜高を示している。

（４）写真図版中の遺物には通し番号を付し、本文中の挿図番号に一致する。
（５）土器実測図の調整でＫをケズリで示している。

９．調査によって得られた資料（遺物、実測図、写真など）は、羽咋市教育委員会が一括して保管
している。

1 0 ．発掘調査から報告書に至るまで、多くの方々や機関から、御指導・御協力を賜った。
ここに感謝の意を表したい。

川畑誠小嶋芳孝白田義彦中際茂雄本田秀生松山和彦

安英樹石川県教育委員会文化課石川県立埋蔵文化財センター

仙石川県埋蔵文化財保存協会羽咋市文化財保護審議会羽咋市歴史民俗資料館

柳田町町会一松建設

Ⅳ

例
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能登半島の基部西側に位置する羽咋市域の地形は、
西北部の眉丈山丘陵（標高1 7 1 ｍ）と南東部の碁石
ケ峰（標高4 6 1 ｍ）を有する石動山丘陵、これらの
丘陵に挟まれた低地の邑知地溝帯、そして日本海と
接する海岸に発達した羽咋砂丘とに大きく区分され
るが、寺家遺跡は羽咋砂丘の北端に立地している。
羽咋砂丘は、内陸側から海側に向かって、縄文時

代前期に形成された内列砂丘、縄文時代中期の初め
の中列砂丘、弥生時代末～古墳時代初頭の外列砂丘
の三つの横列平列砂丘に区分することができる。こ
れらの海岸砂丘の形成がもたらしたものとして、邑
知潟の形成があげられる。かつて縄文海進時に入り
江であった所が、砂州（海岸砂丘）の発達によって
次第に海から切り離され、潟化していったとふられ
る。現在では国営干拓建設事業（昭和2 3 年度～昭和
4 3 年度）などによって水田地帯と化しており、僅か
に残る8 6 h ａ（干拓前の潟水面積4 5 6 h a ）の遊水池に
かつての面影を残しているにすぎない。そこで、本
遺跡を取り巻く周辺の主な遺跡を時代別に概観して

100k国
、

隔 ﾅ ｷ 県、

第１章遺跡の位置と環境

縄文時代の遺跡は、その大部分が眉丈山地の山麓や海岸段丘に立地しており、寺家オオバタケ遺跡、
一ノ宮左弥遺跡、本遺跡などが知られている。本遺跡の調査から前期前半の北白河下層にはじまり後
期の堀内併行の土器までの各時期の遺物が出土している。こうした遺跡の分布状況は、当時の邑知潟
の形成と対応するものであり、低湿地に臨んだ砂丘や段丘部分が、縄文人の生活空間として適してい
たことがうかがわれる。

弥生時代に入ると北九州から波及した稲作文化は、日本海沿いに極めて短期間のうちに北上してい
ることが明らかにされている｡ 典型的な海跡湖である邑知潟南岸の扇状地に位置する吉崎・次場遺跡1 1 1
は、遅くとも前期新段階には集落が成立し、以後古墳時代初頭に至るまで一貫して同地域の母村的存
在として、あるいは能登における在地勢力の拠点として重要な役割を担っていたことが推定される。
後期遺跡になるとその数は急増する。周辺では、釜屋遺跡、東釜屋遺跡、などがあり、北部段丘状に
は、柳田うわの遺跡、柳田シャコデ遺跡が、また、砂丘内縁部には本遺跡、千里浜遺跡など多くの遺
跡が点在している。
古墳時代に移行すると弥生時代後期にピークに達した各集落は廃絶しており、集落遺跡の調査に関
してはあまり進んでいなかったが、最近の調査で古墳時代前期の遺物が多量に出土した太田ニシカワ
ダ遺跡、本報告の寺家遺跡で後期初頭の堅穴式建物が検出され、また、シャコデ遺跡' ２１で堅穴（７世
紀前半）と掘立柱建物（７世紀後半代) ､ , 本遺跡砂田地区で堅穴（７世紀前半) 、釜屋・新保・猫ノ目
遺跡から堅穴住居跡（７世紀第三四半期）が検出され、序々に同時代の空白が埋められつつある。

第１図位置と砂丘概念図

ゑたい。

縄文時代の遺跡は、

”
一
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一方、古墳は海岸段丘上と砂丘上にその大部分が立地している。砂丘上の古墳群は市街地と化した
ために墳丘の正確な形はつかめなくなっている③。段丘上の古墳は、全長9 0 ｍ前後と推定できる日本
海側で屈指の帆立貝形を呈する滝大塚古墳" ' （５世紀前半）に始まり、滝古墳群（６世紀前半）オー
ショウジ古墳群（６世紀後半）と展開する滝岬古墳群があり、さらに宮ノ山古墳（５世紀前半？）か
ら山伏山古墳（６世紀前半）上野古墳群へと続く柳田古墳群I 駒の２群が滝岬と柳田丘陵地帯に整然と
まとまっている。
加えて、柳田古墳群が分布する丘陵の開折谷では、県内でも古い時期（５世紀末）の須恵器生産⑥

が行われており、こうした当時の先進的な文化を導入できた地域首長集団が滝岬及び本遺跡周辺に存
在していたという歴史的事実を物語っている。
歴史時代の遺跡では、そのほとんどが本遺跡周辺で承つかっており、シャコデ廃寺跡( ' | 、一ノ宮遺

跡、気多社僧坊群( 8 ) などといった気多神社に関連する遺跡などが知られており、宗教的な色彩の濃い
地域として機能し続けてきた結果の現れとして捉えられよう。以後、１５世紀初頭の砂丘の移動によっ
て本遺跡が完全に埋もれてからは、これらの遺跡が立地する海岸段丘上での社家の関係施設や社僧坊
の建設が活発になっていた模様である。

毒

( 1 ) 橋本澄夫『次場遺跡』「羽咋市史」原始・古代編１９７３羽咋市

福島正実『吉崎・次場遺跡』石川県立埋蔵文化財センター１９８７金沢市
( 2 ) 河村好光『羽咋市柳田シャコデ遺跡』石川県立埋蔵文化財センター１９８４金沢市

( 3 ) 吉岡康暢『羽咋古墳群』「羽咋市史」原始・古代編１９７３羽咋市

( 4 ) 中篠茂雄『滝・一ノ宮古墳群』「羽咋市史」原始・古代編１９７３羽咋市
( 5 ) 田嶋明人『柳田古墳群』「羽咋市史」原始・古代編１９７３羽咋市

( 6 ) 福島正実『柳田タソワリ１号窯』石川県立埋蔵文化財センター１９８２金沢市

( 7 ) 浜岡賢太郎．谷内碩央・小嶋芳孝・木立雅朗『柳田シャコデ廃寺跡』羽咋市教育委員会１９８６羽咋市
( 8 ) 湯尻修平『羽咋市気多社僧坊群』石川県立埋蔵文化財センター１９８４金沢市

< 引用・参考文献＞

浅野幸雄『長者川遺跡』「羽咋市史」原始・古代編１９７３

小鴫芳孝『寺家遺跡発掘調査報告Ｉ。Ⅱ』石川県立埋蔵文化財センター１９８６．１９８８
谷内碩央・今井淳一『釜屋遺跡』羽咋市教育委員会１９８９
谷内碩央・今井淳一『寺家遺跡第８次調査報告沓』羽咋市教育委員会１９８９
宮下栄仁『寺家遺跡第1 0 次調査報告書』羽咋市教育委員会１９９３
『羽咋市史』羽咋市教育委員会
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第１章遺跡の位置と環境

第２図周辺の遺跡分右図（1 / 2 5 , 0 0 0 ）
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柳間遺跡

子浦川遺跡

羽咋痛佼前遺跡

羽咋碑凌山古項

騨咋大谷辱古塩

璃咋水犬塚古斌

羽咋宝塚古斌

羽咋捕子塚古澗

胴咋嵯塚古損

羽咋剣軍古堀

的場展蕊宜印前遮跳

帯師肯ノＦ逓跳

番屋晒跡

所在地

羽咋市兵卸町
磁牙下町
御坊山町

羽咋市卸橿町

羽咋市繭多可
栗川原町

羽咋市旭可

羽咋市川原町

羽咋市川原町

羽咋耐ｉｎ原町

羽咋市川原町

羽咋踊的謁町

羽咋市東川蕨町

羽咋市窺川原町

罰咋市的場町

羽咋市釜臆町

羽咋市釜匝町
師田町

麺別

舷布地

散和地

散市地

散布地

古厩

古墳

古喰

古卿

古填

古坂

散布地

股布地

股布地

時代

斑文～乎褒

不鮮

弥生～古蜘

弥生

古堀

古墳

古頃

古鯛

古調

古堀

古壌

弥生

平安～中世

理文～･ 白壇

出土品

抑文士彫、弥生
土審、謡手圃、
土鰯塞、須恵韓

士而浬

土圏

士鴇

諏悪密短碩至
〈古批後期》､ 杯
〈平安後期〕･ 珠
引焼壷

玉創（畦逓１

訂謹霊．士筋鯉
珠洲暁

圭蕃、石毒、刀
子

遺跡
番号

070 5 3

070閏

O 犯騒

名 弥

抑田テンジク古垣

柳田ヒガクデソ古堀

卵田台地廻跡

卵田ツャコデ開守

印旧シキコデＬ号魚跡

蒐多詮笹坊群遺路

寺家署魂ケ古鯛

－ノ官邸麗局逓跡

大楽寺中世墓

呼家中世型

ﾀ 宮左弥近跡

誕多＆号中世基

菟多２号g f n 世墓

・ノ宮斌跡

若宮風致跡

不動寺院跡

所在地

羽咋i I i 柳田町

羽咋n J 卸田取

羽咋ｉＷ岬田町

羽咋耐卿田町

羽咋茄岬田町

調咋市寺家町

羽咋市寺家町

羽咋砺一ノ宮町

羽咋市寺家町

羽咋砺寺証町

羽咋流・・ノ宮町

羽咋市寺憲町

羽咋市寺寵可

羽咋市一ノ遮
町・寺京町

羽咋市寺恵町

羽咋市・ノ宮町

種別

古城

古城

敵加地

守跡

無跳

敗和地

古澗

散砺地

刷菖

唾蛋

散布地

盛

薮

鯉落跡

敗布池

等跡

時侭

古油

古剥

田文～中世

窺良・平繁

占項後期

斑文胃中世

古墳

弥生

中世

中世

聞文

中世

中世

占埴～中世

不詐

中世

剛士品

須恵霧､ 小札撹
鉄転蝿鉄厳. 刀子

溌恵器．勾玉

駆、冗嬬、仏蝕．
土師鵠、銅思韓

須厘弱

土器．禰騒。金
腿製品
碩恵器．金覇
ガラス小玉

豆．死

須恵淫、珠洲焼、
人骨

隈製石芹

菰忠舞．土師弾
珠洲焼

礎石

擾碑、五瞳塔．
宝樫印溶

p ”腺

0 7 0 1 6

0 ７，７

0?０１８

0 7 0 3 9

鞭薫適跳

寺家郷摩遮跡

卿田甑ノ目泣跡

壷釜犀遺跡

吉崎・次場遼闘

柳田ヒガシデ１号無跨

柳田うわの逝跡

梅田宮の山古抽

蕊舗溌
羽咋市寺家町

羽咋市抑田町
薄憲町

羽咋市東雀I 登町

…蕊爵
羽咋市抑幽町

羽咋市初田町

魂咋市抑田町

祭認
神祉関
隈

敗布地

敗布地

敗布地

敗布地

厭跡

散布地

古喰

罰文砦鞭砥

弥生

蹄文一‘中世

弥生

弥生へ．中世

不昨

弥生
奈良・平安

古鯛

里｡ ○２F 王与空き弄
毒浮器:裂抵再；
噸碩竜唖巷鯵顧
野呂J Z i 鴎２＄: 錨

一
一
審

厩
戦

垂
襲
錘
瞬
互

弥且:ゴ･器

【器．石蕗．木
馨．金因製品

弥律非翠

土霧、とⅨ墨､ Z ．
期､ 木器. 王､ 暁

弥生土雲曇. 実、
在鮮. 浬台凹石注

07 0 4 3

岬“７

0 7 0 4 8

禰鱈フサバタヶニ号無
跡

卿田タソワリエ号照跡

卿皿テンジク１号寵跡

柳田テンジク２号霞跡

覗咋市挽田町

詞咋市禰馴可

羽咋市抑田町

羽咋市抑田町

騒跡

蹴跡

黛跡

無跡

蕊良

古城後期

古城篭期

古耽後期

証恵圏

疲恵里、陶厩、
円面硯

双恵器

須恵韓

qｍ７３

沌白睡塚古斌

滝・栗垣製誕返跡H F C
賂区

谷内川大池１号窯鮎

巷内川大池製鉄跡

羽咋市漁可

羽咋術縄町

羽咋市柴垣町

羽咋市柴垣町

古城

哩埋蕗

黙跡

製銭跡

古頃

不酢

平饗

不lｍ

瓢忠卵

製垣圭鴎．土師
淫

抑圧山伐山エ号調

師田山伏山２号明

師田うわの１号遡跡

羽咋市抑田町

羽咋市抑田町

羽咋市柳田町

古坑

古頃

古蜘

古堀

古頃

古・頑

画刀. 刀子､ 馬具、
王頚､ 菰恵巽

旺刀、頭理鵠

即田うわの２号遡盤

師塑づわの３号適跡

抑田うわの４号迩跡

師田うわのＳ号遺跡

柳田うわの６号近跳

柳田ウワノ１号郡跡

柳田ウワノ２号撫鴬

釦幽霊郷兵衛山エ号寵
路

押閥両郎兵術山２号無
跡
柳田五郎兵新山３婦潔
鴎
柳田五郎兵爾山４号燕
跡

羽昨市仰田町

羽咋猫知田町

羽咋市部田町

羽咋而抑磁町

羽咋市印田町

羽咋市柳田可

羽咋市抑田町

羽咋亦柳田町

羽咋掘柳田町

羽咋悲抑田町

謂咋晒仰田町

古堀

古航

古斌

古眠

古蛎

閃跡

諏跡

流跡

無跡

厭跡

廃跡

古頃

古墳

古潰

古頃

古iｎ

古喰賎期

不醇

古砿後期

古城後期

酎鯛幾期

占澗畏則

須凄器．鉄淳

鯛惑容

馴患巽尭、杯身
洋蓋．理、平瓶
円面硯．震、閥

瓢悪廻

顎惑繰

瓢思麗

”鮪７

滝ザンザ山古堀

槍ゴーシ動・・諺１号調

滝オーシ３－．ジ２号調

俺オーゥッコージ３号湖

滝オーシロージ４号棚

滝オシ罫ジ５号頂

滝・離涯鰹堆撹跡群Ｐ
地腫

臆・繋病喫垣迩跡詐巳
地区

滝テングミズ古頃

滝・柴埋製塩遮跡馨［
地区
徹・紫垣製塩追跡扉
Ｄ地区

羽咋市滝町

羽咋市沌珂

羽咋市滝町

訓咋市掩則

現咋市掩貝Ｉ

羽咋市捻町

羽咋i I j 掩町

羽咋市滝町

羽咋市漣町

羽咋市滝町

羽咋市誼町

古jpI

占覗

古ＩＪＩ

古城

古城

古墳

腿塩鈷

理垣郵

古城

散布地

製塩跡

古調

古堀

古釧

古棚

古堀

古禰

踊良・平蝶

崇良・平安

古坑

不酔

不詳

石材

種悪輯

痴恵睡越亜壷
士侭壁垂．朱塊
凝恵騒団、高杯
翌．土師誕竪

頭悪容商杯、蕊
促瓶、猶瓶、坪
士師塞

隣瓶、塊頬、醒
塚、面刀、栄塊
叙恵盟、圭姉既宅
堅壇上無
須恵魂。土師翠
製崖士騨

緬恵鯉 ･ 石睡

額感馨、土師署、
裂酒士巽

識ユ号斌

範２号領

滝３号墳

滝４号城

滝５号坂

滝６号城

漁７号城

滝８号調

滝９号坂

滝大塚画項

耐ゴソーョモ山古煩

測白山神祉古項

覗咋市・ノ宮町

魂咋市一ノ宮町

羽咋亦・ノ宮町

羽咋耐一ノ宮町

羽咋市・ノ宜町

羽咋師一ノ宮町

羽咋耐一ノ宣町

羽咋砿・ノ鷲可

羽咋ｉＵ・ノ営町

羽咋砺滝町
・ノ宮町

羽咋茄撒町

羽咋市施町

古頃

古頃

古墳

古駐

古嘱

古喧

古城

古刷

古畑

古馴

古訓

古澗

古頃

古頂

古斌

古詞

占覗

古斌

占筑

古戦

古加

古澗

古刷

古戦

円筒埴積、顔恵
唾

円筒埴賎、諏恵
唾（石錘）

須恵饗．画刀Ｚ，
朕賦、綿具

天井鞄、騒恵畷

円醗埴檎、禰材

門飾埴陸．誠忠
農

須忠盤

円陶塩陥、勾玉ｃ
瓢恵器。〔石鍾）

土師里．須恵認



第２章調査に至る経緯と経過

第１節調査に至る経緯
平成７年９月2 8 日に羽咋市柳田町7 2 - 1 1 字1 1 番地（現況：畑）の土地所有者から個人住宅建設に伴
う埋蔵文化財の確認申請書が羽咋市教育委員会（以下：市教委）に提出された。
これを受けた市教委は、事業予定地が周知の寺家遺跡（第２図：遺跡N o . 0 7 0 1 4 ）の範囲内である

ことから、同年1 0 月５日、事業予定地（事業面積2 7 3 ｍ葱）に３カ所（試掘面積合計９，２）の試掘坑を
設定し、掘削機を使用して分布調査を行った。その結果、第３図に示すように第2 . 3 トレンチから遺
構及び遺物を確認し、ただちに土地所有者と発掘調査に関する協議を行った。以上の経緯を経て、市
教委が事業主体となり、本調査は平成８年に実施することとなった。
なお、広範囲の寺家遺跡で本調査区周辺は通称｢ 砂山」と呼ばれていることで所在町名を入れて｢ 柳

田砂山地区」とした。

第２節調査の経過（第3 . 4 図）
住宅建設箇所にあたる約1 0 0 , 2 を平成８年４月2 2 日から６月８日まで延べ3 2 日間にわたり発掘調査
を実施した。調査区は５ｍ間隔でグリッドを設定し南北方向にアルファベットを付し東西方向にア
ラビア数字を割り付けた。本遺跡は、包含層が畑作等により撹乱され、調査区及びその周辺の畑地表
面には土器片が数多く散在している。次章での断面図（第９図）を参照していただき、調査区西側地
表面でＬ＝4 . 9 ｍ、東側地表面でＬ＝4 . 2 ｍ、傾斜度３％を測り、地形は東へ緩やかに傾斜している。
表土（耕作土）は深い所で、地表から約8 0 ｃｍまで達し、層が波状を呈している。次に焼土が部分的
に残って堆積している黄燈灰褐色系の砂層が調査区西側には見られるが、東側はほとんど無く基盤層
となる。また、表土が基盤砂層を掘り込んでいる部分も見受けられるために的確な層での遺構検出は
極めて難しく基盤砂層（調査区西側基盤層Ｌ＝4 . 2 ｍ・東側基盤層Ｌ＝3 . 7 ｍ、傾斜度２％）までを掘
り下げて確認した。

第３図分布調査柿雷図（1 / 1 , 0 0 0 ）
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第４図調査区グリツト割図（1 / 1 2 0 ）



表上除去作業

く調査日誌抄＞
４月2 2 日（月）晴
本日より現地調査開始。調査区を設定し、掘削機により調査区内の表土除去作業（地表から約5 0 ｃｍ）を行う。発

掘用資材も同時に搬入する。
４月2 3 日（火）晴
発掘作業員が参加し、発掘用具の搬入を行う。仮設のグリッド杭（ピンボール）を設定後、調査区壁面の調整及
び調査区の掘り下げを行う。
４月2 4 日（水）晴
グリッド杭（木杭）の設定後、レベルの引き込み作業。調査区全区の掘り下げ及び巡拙検出を行う。焼土（３カ

所) ･ 土器を検出。検出状況の写真撮影を行う。
４月2 5 日（木）晴
調査区全区の清掃後、写真撮影を行う。平面図作成、水準測量を行い、その後、調査区ＡＢ1 . 2 区の掘り下げ作

業。銭貨出土。
４月2 6 日（金）晴
焼土面出土の遺物を取り上げ後、焼土の掘り下げ、写真撮影、断面図作成を順次行う。

４月3 0 日（火）晴
調査区全区の掘り下げ及び遺構検出。建物跡？、ピット、焼土検出。管玉出土。

５月２日（木）曇後雨
５カ所のセクションベルトを設定し、調査区を掘り下げる。新たに焼土を検出。午後より羽咋市立鹿島路小学校

の先生と児童が遺跡の見学で来跡する。
５月７日（火）曇
調査区全区の掘り下げと並行して焼土の写真撮影、平面図作成を行う。

５月８日（水）曇時☆雨
調査区全区の掘り下げ及び遺構検出を行う。切り合う２棟の建物跡を検出。しかし、切り合い不明。２号建物の
中央に位置する新たな焼土（炭化物を含む）を検出。炉跡？
５月1 0 日（金）曇後晴
調査区全区の清掃及び壁面調整（４辺）後、写真撮影を行う。１．２号建物より管玉、紡錘車が出土。

５月1 3 日（月）雨
２号建物の掘り下げを行うが雨のため午後よ『) 調査を中止する。

５月1 4 日（火）晴
天候が良く風があるため飛砂が著しく潅水作業と並行して、２号建物の掘り下げを行うが、炉跡及び周辺からの

土器出土量が多く作業が捗らない。臼玉出土。
５月1 5 日（水）晴
１．２号建物掘り下げを行う。１号建物に隣接する焼土の清揃後、写真撮影。その後、平面図作成、水準測量、断
面図作成を行う。掘り下げに伴いグリッド枕の鰯出が著しく枕の打ち直しを行う。
５月1 6 日（木）晴
調査区全区の掘り下げ及び遺構検出を行う。２号建物（2 . 3 号建物）が切り合っていることが判明する。１．２号建
物より臼玉各３個出土。排土をフルイにかけ臼玉２個確認する。以後、掘り下げを行った際の排土はフルイにかけ
る。
５月1 7 日（金）晴
平面図作成（出土遺物) 。

戸
、

遺構検出作業風景



ヨ

５月2 0 日（月）曇時禽雨
平面図にレベルを転記する。

５月2 1 日（火）曇
遣構内の遺物取り上げ作業を行い、その後、焼土の掘り下げ、断面の写真撮影、調査区全区の清掃を行う。

５月2 2 日（水）曇時禽雨
シート上の排水作業を行った後、切り合う１．２号建物の. 検出作業を行う。銅片・鉱津出土。セクションベルトに
よる堆積状況の確認をする。
５月2 3 日（木）晴

３号建物内の精査を行う。壁溝・柱穴を検出。排土よ{ ) 臼玉・銅片を確認する。
５月2 4 日（金）晴
調査区全区の清掃後、写真撮影を行う。その後、遺椎掘り下げを行う。

５月2 5 日（土）晴
セクションベルトの断面図作成を行う。

５月2 7 日（月）晴
３号建物内の遺構掘り下げを行う。

５月2 8 日（火）晴
３号建物内の精査、掘I ' ) 下げ、遺構断面の写真撮影を行う。

５月2 9 日（水）曇
セクションベルト除去作業を行い、その後、１．２号建物の精査。検出した造機は掘り下げ、写真撮影を行う。

５月3 0 日（木）曇
昨日に引き続きセクションベルトの除去作業を行う。１．２号建物内の遺構断面図作成及び写真撮影を行う。午後
より文化財保護幕議会委員現地視察。
５月3 1 日（金）曇
断面図作成を終了した遺構は順次完掘する。

６月３日（月）曇
セクションベルト内から出土した遺物の平而図作成及び遺物の取り上げ作業を行う。調査区北・西側壁面のライ
ン引き。掘り残した遺構の写真撮影、断而図作成、完掘を順次行う。
６月４日（火）曇
ピット１の掘り下げ、断面の写真撮影、断面図作成を行う。ピット１からは埋納した完形の壷が出土する。また、

遺構出土の遺物取り上げ作業を行い、作業終了後、調査区全区を清掃し、完掘状況の写真撮影を行う。
６月５日（水）晴
調査区北・西側壁面の断面図作成を行う。風が強く飛砂に悩まされる。

６月６日（木）晴
昨日に引き続き壁面の断面図作成及び調査区ＡＢ2 . 3 匹の平面図作成を行う。午後より現場で記者発表を行う。

６月７日（金）晴
調査区ＡＢ１区の平面図作成。３号建物内炉跡の掘| ' ) 下げ及び写真撮影、断面図作成。調査区及び周辺の平板測

量。発掘用具の荷造り、運搬作業。
６月８日（土）曇後雨
発掘用資材の撤収と並行して重機による調査区の埋め戻し作業。本日をもって現場での発掘調査を終了する。

怪二毎
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第１節遺構と遺物
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十

１．焼土（第５図図版第2 . 3 . 4 ）
第５図は第１層の表土を除去した後の黄

橿灰褐色系砂層上面に堆積する焼土の分布
範囲を示し、調査区西側から７カ所確認し
た。調査区東側については表土が基耀層を
掘込承撹乱しているため焼土面は残ってい
ない。焼土は大きいもので長径約1 2 0 ｃｍ、
短径約1 0 0 ｃｍの幾何学的形を呈し、深さ
はいずれも浅く約1 0 ｃｍ前後の黄澄褐色砂
質土からなる。
出十遺物
畑の耕作により表土が著しく撹乱され平

面的層序の判断が困難であることから的確
な層の判別はできなかった。出土土器は焼
土及びその周辺からのもので全体的に出土
量は少なく、須恵器と土師器を合わせても
図化したのは合計で2 2 点にすぎない。
須恵器（第６図１～４）
１は杯蓋で口径1 3 . 0 ｃｍを測り全体的に

稜が不鮮明で、天井部をヘラケズリ調整し
口縁唇部は先細りする。２は口縁部を欠損
している壷で頚部径1 2 . 2 ｃｍを測る。頚部
には２条の浅い沈線をもち、肩部から体部
にかけてカキメ調整を施す。３．４は高杯の
脚部で共に三方透かしを有する。３は底径
8 . 8 ｃｍを測り端部に弱い段をもち丸く納
め、外面をカキメ調整し内面はナデ調整を
施す。４は底径1 0 . 2 ｃｍを測り端部は先細
りし内外面をナデ調整している。
土師器（第６図５～2 2 ）
５～1 0 . 1 9 . 2 0 は坑形土器で口径1 3 . 5 ｃｍ

のものから2 9 . 0 ｃｍのものまで各種（1 4 .
1 6 . 2 9 ｃｍ前後）承られ、口縁端部を丸く
納めるもの（５～1 0 ）と面取りしているも
の（1 9 . 2 0 ）がある。
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５～８は口縁部が内湾気味に立ち上がり、口縁端部は直立する。９は内面の体部と口縁部の途中で
屈曲し内碗気味に立ち上がり、口縁部は外側に伸びる。１０は口縁端部が短くやや外反している。１９と
2 0 は同一個体で、口縁唇部を外方に屈曲し、面取りしている。内外面はいずれも丁寧にミガキ調整が
施されている。７は内外面を赤彩し､ 9 . 1 0 . 1 9 . 2 0 は内面黒色処理を施す｡ 1 1 ～1 5 は蕊形土器で口径1 0 . 0
ｃｍのものから2 0 . 0 ｃｍのものが見られる。１１は口径1 0 . 4 ｃｍを測り口縁部がやや短く外反し、口縁端
部を面取りしている。内外面をナデ調整し体部外面には縦方向に指でナデた跡が残る。１２～1 5 は「く」
の字口縁をもつ。１２は口径1 1 . 9 ｃｍを測り頚部で緩く屈曲し直立気味に外反して伸びる比較的短い口
縁部をもち、内外面をナデ調整している。１３は口径1 4 . 8 ｃｍを測り頚部で鋭く屈曲し、やや直立気味
に伸びる口縁部をもち、口縁唇部を丸く納め、外面をハケ調整、内面をナデ調整している。1 4 . 1 5 は
口径2 2 . 0 ｃｍ前後を測り、頚部で鋭く屈曲しやや直立気味に伸びて上方で外反する。調整は外面をハ
ケ調整し、内面をナデもしくはケズリ調整を施す。1 6 . 1 7 は底径6 . 0 ｃｍ前後を測る底部である。１８は
口径5 . 1 ｃｍ、底径3 . 6 ｃｍ、器高3 . 0 ｃｍを測る手握土器である。２１は口径9 . 1 ｃｍを測る小型の高坪の坪
部で、内外面をミガキ調整している。２２は高坪の脚柱部で焼きがあまく内面はナデ調整しているが外
面は磨耗が著しく調整は不明である。

２．１号堅穴式建物（第９･ 1 0 図図版第5 . 8 ）
建物跡の中では最も古く調査区西側に位置する竪穴式建物である。北西側は調査区から外れ、また、

南東側は２号堅穴式建物により切られ全容は不明である。検出面からの深さは3 5 ｃｍ前後を測り、床
面の標高は3 . 8 ｍ、床面からの深さ７ｃｍ程の壁周溝が見受けられる。主柱穴と思われるピットを１基
検出する（ピット５）。径は約9 0 ｃｍの不定形な楕円形を呈し、深さ約5 5 ｃｍを測る。調査区北西端に
位置し、１号堅穴式建物の中央部には焼土面を確認しており、炉と思われる。建物内覆土は一部撹乱
を受けているが、茶褐色系と基盤層の砂が汚れた濁黄褐色系の砂層が堆積している。
出土遺物（第７図2 3 ～４１図版第1 3 ）
須恵器（23 . 2 4）
2 3 . 2 4 は坪蓋で、２３の口径1 1 . 6 ｃｍ、２４の口径1 4 . 0 ｃｍを測る。天井部と口縁部の稜がやや不鮮明で、
全体的にナデ調整を施す。２３の天井部はケズリ調整を比較的丁寧に仕上げ外面には少々の降灰が付着
し暗緑灰色を呈する。
土師器（2 5～3 2）
2 5 . 2 6 . 3 1 は坑形土器で口縁唇部を丸く納め、丸底の底部に浅い体部をもつ。2 5 . 2 6 は口径1 4 . 0 ｃｍ
前後を測り口縁部がやや内湾して伸び、３１は内湾気味に開く口縁部をもつ。２５は底部外面をヘラケズ
リ調整し、口縁部内外面はナデ調整を施す。2 6 . 3 1 は内外面をミガキ調整し赤燈褐色を呈する。２７．２８
は謹形土器で、口径1 6 . 0 ｃｍ前後を測り、２７は口縁部が頚部で強くくびれ外反し、２８は直立気味に伸
び、先端で外反する。２７は外面をナデ、ハケ調整、内面をナデ調整し、黄燈色を呈する。２８は内外面
をナデ調整し口縁部に指圧痕を残す。2 9 . 3 0 は底部である。２９は底径1 0 . 0 ｃｍ、３０は底径8 . 4 ｃｍを測り、
共に外面をハケ調整し内面をナデ調整している｡32は移動式篭の底部で､外面をハケ調整､内面を
へう状具により粗雑な調整を行っている。
臼玉・軽石（3 3～3 6 . 4 1 ）
３３～3 6は滑石の臼玉で計2 7個が出土している。長さ0 . 2～0 . 3ｃｍ、直径0 . 4～0 . 5ｃｍ、重さは最も大
きいもので0 . 1 9 を測る。４１は軽石である。

－１０－
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鉄製品・鉱津（3 7 ～4 0 ）
3 7 は鉄製品で板状のものが３点鋳により付着している。３８～4 0 は鉱津である。

３．２号堅穴式建物（第９･ 1 0 図図版第5 . 7 . 8 . 9 ）
調査区中央に位置し、３号堅穴式建物により切られ、また、調査区の南北側からやや外れているが、

Ｎ－４７ｏ－Ｅに主軸をもった東西方向に隅丸長方形を呈する竪穴式建物である。検出面からの深さ約
3 0 ｃｍ前後、床面の標高3 . 7 ｍを測る。床面からの深さ３～５ｃｍ、幅4 0 ～6 0 ｃｍ程の浅い壁周溝が北
西側壁面に一部確認される。主柱穴と思われるピットが４基（ピット6 . 7 . 1 1 . 1 3 ）検出されたが１基
は半分が調査区外にあたる（ピット７) 。径は約6 0 ～7 0 ｃｍの略円径を呈し、深さ約6 0 ～8 0 ｃｍを測る。

建物内覆土は黄褐色系の砂層が堆積している。
l L H ＋遺物（第８図図版第1 4 . 1 5 ）
須恵器（4 2 ～4 6 ）
４２は口径1 2 . 3 ｃｍを測る坪蓋で全体的に鮮明な稜をもち、口縁端部には弱い段を有し、天井部はヘ
ラケズリ調整を施す。4 3 . 4 4 は口径8 . 0 ｃｍ前後を測る壷のロ縁部で、直線的に外展して長く伸びる。
4 3 は口頚部に２条の浅い沈線をめぐらし、その中を波状文が施されている。４４は同じくロ頚部に２条
の平行する沈線の中をやや右上がりの縦方向の刺突文が施されている。４３は内面に“は外面に自然紬
が付着している。４５は口径6 . 8 ｃｍ、体部径8 . 7 ｃｍ、体部高5 . 1 ｃｍを測る小型の壷である。口頚部は垂
直に立ち上がり、肩部の張り出しは上位にあり、底部はケズリ調整を施す。４６は口径1 9 . 0 ｃｍを測る
中型の喪である。頚部を鋭く屈曲しやや直立気味に伸びて端部を丸く納め、口縁部外面に２本の凹線
が平行し肩部に縦方向の刺突文が見られる。
土師器（4 7 ～5 9 ）
４７～5 0 は口径1 4 . 0 ｃｍ前後の椀形土器である。4 7 . 5 0 は口縁部が内湾して伸び口縁唇部を丸く納め
たもの。4 8 . 4 9 は体部の途中で屈曲し外反して伸びる口縁部をもち、口縁部は比較的長いもの( 4 8 ）と
短いもの（4 9 ）がある。内外面はミガキ調整し、4 8 . 4 9 は内面黒色処理を施す。５１は頚部径6 . 4 ｃｍ、
体部径1 3 . 3 ｃｍを測る壷の体部である。５２～5 4 は「く」の字口縁をもつ謹形土器で、5 2 . 5 4 は口径1 8 . 0
ｃｍ前後、５３は口径1 0 . 2 ｃｍ、底径8 . 3 ｃｍを測る台付き蕊である。調整は共に外面をハケ調整、内面を
ナデ調整を施す。5 5 . 5 6 は高杯形土器で、５６は底径1 0 . 1 ｃｍを測る脚裾部である。５７は倒盃形脚台の
製塩土器で、底径5 . 4 ｃｍを測る。内外面を粗雑なナデ調整、脚部外面に指圧痕、底部内面はケズリ

こしど

調整を施す。５９は甑形土器の把手で、調整は指頭によるオサエとナデ調整が見られる。
銅製品・ガラス玉（6 0 . 6 1 . 6 5 ）
6 0 は鏡の中央に位置する把手部分である。６１は銅板片である。共に表面を青錆が付着する。６５はコバ
ルトブルーのガラス玉である。長さ0 . 6 ｃｍ、直径0 . 8 ｃｍ、孔径0 . 1 ｃｍ、重さ0 . 6 9 を測る。
管玉・臼玉・スクレイパー・紡錘車（2 2 3 . 6 2 ～6 4 . 6 6 ～6 8）
2 2 3 は緑色凝灰岩の管玉で長さ1 . 7 ｃｍ、幅0 . 6 ｃｍ、厚さ0 . 6 ｃｍ、孔径0 . 2 ｃｍ、重さ1 . 2 9 を測る。６２
～6 4 は滑石の臼玉で計2 3 点が出土した。６６は重さ7 3 . 8 9 を測る剥片で打撃痕を残す。６７は両刃をもつ
スクレイパーで長さ4 . 5 ｃｍ、幅0 . 3 ｃｍ、厚さ0 . 9 ｃｍ、重さ1 2 . 0 9 を測る。６８は滑石の紡錘車で直径4 . 1
ｃｍ、厚さ1 . 4 ｃｍ、孔径0 . 7 ｃｍ、重さ3 1 . 8 9 を測る。６９は鉱津である。

－１２－



／

/Ｌ
／言＝

Ｉ

Ｉ

4２

4§

4７

4８

4９

＝一

こ=昌呈三

菱§、
卵

１

ノ
〆／

こごう０
6７

／
、､三二

4４

2鱗烹

IＩＷｌ１１ｌｗ

4５

鱗浦Ｘ
－

－一一

、

州,|ハ

4６

512

し

１

>量わじＦ

第３章遺構と遺物

図

ノノ
〃

Ｌ，

ノ

何I 、 0 ‐回回回“
6Ｒ
１０回 Cこつ、 ◎

22 3
６９ー‘

第８図２号竪穴式建物出十漬物実測図３（1 / 3 ）

－１３－

。 ＠。◎
62(1/1）６３(1/1）６４(1/1）６５



由、

４．３号堅穴式建物（第９･ 1 0 図図版第6 . 9 . 1 0 ）
調査区中央に位置し、調査区北側からや

や外れているがＮ－６０ｏ－Ｅに主軸をもつ

た隅丸方形を呈する竪穴式建物である。検
出面からの深さ約5 0 ｃｍ前後、床面の標高
3 . 5 ｍを測る。床面からの深さ７～1 0 ｃｍ、
幅4 0 ～8 0 ｃｍの壁周溝が廻り、主柱穴と思
われるピットが４基（ピット8 . 9 . 1 0 . 1 1 ) 検
出された。径は約6 0 ～7 0 ｃｍの略円径を呈
し、深さ約3 0 ～6 0 ｃｍを測る。３号堅穴式
建物の中央部には炉を検出し黄灰褐色系の
砂層（炭化物含む）が堆積する。建物内覆
土は黄褐色系の砂層が堆積しており、建物
が廃絶した後に土器と共に貝（シジミ・ハ
マグリ・マキ貝など) 、焼土を一括投棄し
ている。貝については、一部撹乱のものを
含承、詳細な種類は調べなかった。
出土遺物（第1 1 ～1 6 図図版第1 5 ～1 8 ）
須恵器（7 0～7 6）
７０～7 2 は坪蓋で、口径1 3 . 0 ｃｍ前後を測
る。ロ縁部と天井部の境の稜がはっきりし
ているもの（7 0 ）と不鮮明なもの（7 1 . 7 2 ）
がある。口縁端部はいずれも弱い段をもっ
て内傾する。7 0 . 7 2 は端部先端が比較的鋭
いが7 1 は丸みをおびる。７１は天井部にヘラ
ケズリ調整を施す。7 3 . 7 4 は杯身で口径
1 1 . 0 ｃｍ前後を測る。口縁部は受部の立ち
上がりが長く内傾し、口縁端部に内傾する
面をもち、口縁部高2 . 0 ｃｍ近くを測る。
受部は水平に伸びるもの（7 3 ）とやや上方
に伸びるもの（7 4 ）がある。底部はヘラケ
ズリ調整を施し、焼成はあまく黄灰色を呈
する。７５はボタン形のつまみ部である。７６
は蕊の体部片で外面は平行タタキ調整を行
い、内面は同心円あて具痕である。
土師器（7 7～1 5 7）
境（77～111.145～147.149.150）
口径は1 4 . 0 ｃｍ前後の中型のものが多く、

最も大きいもので口径2 5 . 2 ｃｍのものまで
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第３章遺構と遺物

各種見られる。７７～8 9 は丸底の底部に浅い体部をもち、口縁部が内湾して伸び、口縁唇部を丸く納め
る。８０は厚い底部をもつ。内外面は丁寧なミガキ調整を施し赤彩され赤澄色を呈するもの( 7 7 . 8 3 . 8 8 ）
と黄燈色を呈するものが見られる。８９は外面をハケ調整し、内面はハケ調整後ナデ調整を施す。9 0 .
1 4 9 . 1 5 0 は直線的口縁部をもち、９０は体部下半で屈曲し直線的に伸びる口縁部をもつ。外面を縦方向
のハケ調整、内面はナデ調整し、口縁部にはハケ調整痕を残す。1 4 9 は口径2 5 . 2 ｃｍ､ 1 5 0 は口径1 6 . 3 ｃｍ
を測り、内外面は共にミガキ調整を施す。8 6 . 9 1 の底部l こはへう状具により「十」字の沈線が描かれ
ている。９２～1 1 1 は浅い塊形の体部と、途中で屈曲し内湾気味に外方に伸びる口縁部をもつ。９２～1 0 3
は口縁部が比較的長く、1 0 4 ～1 1 1 は口縁部が比較的短い。調整はいずれも内外面ミガキ調整をし、９４
～9 7 . 9 9 . 1 0 0 . 1 0 3 . 1 0 9 は内面黒色処理を施す。1 1 0 は底部が厚く底径5 . 7 ｃｍを測り、内外面を粗雑な
ナデ調整を施す。1 4 5 ～1 4 7 は口径1 3 . 0 ｃｍ前後を測り、1 4 5 . 1 4 6 は浅い坑形の体部と途中で屈曲し内
湾気味に外方に伸びる短い口縁部をもつ。1 4 7 は比較的浅いすり鉢状の体部と内湾気味に開く口縁部
をもち、口縁唇部はゆるく外反し先細りする。外面をミガキ調整し、一部ハケ調整痕を残す。内面は
口縁部ミガキ調整、体部ナデ調整を施す。
壷（112～11 5 . 1 4 8）

1 1 2 は口径9 . 4 ｃｍを測り口縁部が内湾気味に伸び、口縁唇部は細く丸め器肉はやや薄い。１１３．１１４
は口径1 1 . 0 ｃｍ前後を測り、口縁部が比較的長く直線的に伸び口縁唇部は丸く納める。内外面は丁寧
なミガキ調整を施し赤橿色を呈する。1 1 5 は口径1 3 . 6 ｃｍを測り、口縁部が外反気味に伸び口縁唇部
を丸く納め、1 1 2 . 1 1 5 は内外面をナデ調整している。1 4 8 は口径1 1 . 9 ｃｍ、頚部径1 1 , 1 ｃｍ、体部径１２９
ｃｍ、底径4 . 2 ｃｍ、体部高8 . 4 ｃｍ、頚部高1 . 8 ｃｍ、器高1 0 . 2 ｃｍを測り、丸い体部に内湾気味に開く口
縁部をもつ。内外面共に比較的丁寧なヘラミガキ調整を施す。
蕊（11 6～1 4 4）

口径は１１．７ｃｍのものから2 4 . 8 ｃｍのものまで各種承られ、最も多く承られるのは1 5 . 0 ｃｍ前後のも
ので、次に1 7 . 0 ｃｍ前後のものになる。1 1 6 ～1 2 3 は頚部で鋭く屈曲し、やや直立気味に伸びて上方で
外反する口縁をもち、口縁唇部をやや引き出し丸く納める。1 1 8 . 1 2 0 . 1 2 1 は口縁部がやや長く先細り
している。1 2 2 . 1 2 3 は頚部から直線的に伸び、1 2 2 は肩部に沈線が平行して２条みられる。1 2 4 ～1 3 1 は
口縁唇部を面とりし、1 2 4 . 1 2 5 は他のものに比べ口縁唇部をやや細く仕上げている。1 3 0 . 1 3 1 は頚部が
緩やかに外反し、直線的に伸びる口縁部をもつ。調整は外面をハケないしナデ調整、内面はナデまた
はケズリ、ハケ調整がふられる。1 3 2 ～1 4 2 は口縁唇部を丸く仕上げ、1 3 2 ～1 3 4 は頚部で鋭く屈曲し、
やや直立気味に伸びて上方で外反する口縁部をもつ。外面はハケ調整、内面はやや磨耗気味であるが
ナデ調整を施す。1 3 5 . 1 3 6 は頚部で鋭く屈曲し、やや直立気味に伸び口縁端部で少々内向する。1 3 7 は
口縁端部先端をつまみ上げ狭い口縁帯をもち、1 3 8 は口縁唇部で外反している。1 3 5 ～1 3 7 は外面ハケ
調整、内面ケズリ調整を施す。1 3 8 は外面ハケ調整後、ナデ調整、内面ハケ調整を施す。1 3 9 . 1 4 0 は頚
部で鋭く屈曲し、やや直立気味に伸びる短いロ縁部をもつ。1 3 9 は外面ハケ調整、内面はケズリ調整
を施す。1 4 0 は外面をハケ調整し体部下方をケズリ調整、内面体部上半をナデ調整し下半をケズリ調
整している。1 4 1 . 1 4 2 は頚部で緩やかに外反し比較的短い口縁部をもつ。1 4 1 は内外面共にハケ調整。
1 4 2 は外面ハケ調整、内面体部上下端をハケ調整し、中位をケズリ調整している。1 4 3 . 1 4 4 は底部で、
1 4 3の底径6 . 0ｃｍ、1 4 4の底径1 3 . 8 ｃｍを測る。1 4 3は内外面をハケ調整し、1 4 4は外面ハケ調整、内面
ハケ調整後ナデ調整を施す。
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高杯（1 5 1～1 5 3）
1 5 1 ～1 5 3 は高杯の脚部で、底径1 2 . 0 ｃｍ前後を測る。外面は共にミガキ調整を施し、内面を1 5 2 は

ケズリ調整、1 5 3 はナデ調整を施し一部指圧痕が残る。
製塩土器（1 5 4 . 1 5 5）
両者波状口縁部をもつ製塩土器である。1 5 4 は口径1 6 . 8 ｃｍ、体部高1 0 . 0 ｃｍ、底径8 . 8 ｃｍを測り、

1 5 5 は口径1 6 ‘8 ｃｍを測る。調整は両者共に粗雑で外面ハケ調整、内面ケズリ調整を施す。
こし２

甑、手握土器（1 5 6 . 1 5 7 ）
1 5 6 は甑土器に付く把手で、調整はオサエ、ナデ調整を行っている。1 5 7 は口径4 . 4 ｃｍ、底径0 . 6 ｃｍ、

器高4 . 2 ｃｍを測る手裡土器で外面ナデ調整、内面オサエ、ナデ調整を施す。
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５．その他の遺構
１号土坑（第1 7 図図版第8 . 1 0 ）

調査区Ａ３区内に位置し、かつ、３号堅穴式建物に隣接している。長軸は南北方向を示し長径約1 2 0
ｃｍ、短径約9 4 ｃｍの楕円形を呈する。深さ約7 0 ｃｍの埋土は黄灰褐色系の砂層が堆積する。出土遺物
は土器細片を数十点確認しているが図化できるものはない。
ピット１（第1 7 図図版第8 . 1 0 ）
調査区Ａ１区から検出したピットである。円形を呈し、直径5 4 ｃｍを計り、深さ5 7 ｃｍの埋土は黄

灰褐色の砂層が堆積し、完形の土師器（壷）と体部破片が１点出土している。壷は口径9 . 3 ｃｍ、頚部
径8 . 3 ｃｍ、最大体部径1 1 . 6 ｃｍ、底径3 . 6 ｃｍ、頚部高2 . 0 ｃｍ、体部高7 . 7 ｃｍ、器高9 . 7 ｃｍを測る。器形
は平底気味の底部に球形の体部をもつ。口縁部は体部との境でわずかに屈曲し、直立気味に伸び、先
端部で外反する。外面をハケ調整後比較的丁寧なヘラミガキ調整をし、内面はナデ調整を施す。胎土
は砂粒を少量と海面骨片を含み、黄燈色を呈する。土師器は基盤層から約1 0 ｃｍの深さ（L ＝4 . 0 ｍ）
でやや寝かした状態で確認され、埋納したものと推測される。その他に直径4 0 ～9 0 ｃｍ前後、深さ３０
～8 0 ｃｍのピットが検出された。ピット２からは3 9 の鉱津が１点、ピット４からは2 8 の蕊の口縁部１
点、ピット1 2 からは3 3 の須恵器が出土した。

－２４－

＝ｰ －ゴー
－戸一基

lllllIlIl

" 0 １１２ｍ

=蕩妻
）■

一
■
■
■ 吾Ｌ＝４－３０ｍ

L＝３．８０，３

1 号士坑

石製品・鉱津（1 5 8 ～1 6 2 ）

1 5 8は両刃をもつ磨製の石斧の端部と思われる。長さ3 . 2ｃｍ、幅1 . 6ｃｍ、厚さ0 . 7ｃｍ、重さ3 . 7 9を
測る。1 5 9 ～1 6 1 は滑石の臼玉で計2 2 個が出土している。長さ0 . 2 ～0 . 3 ｃｍ､ 直径0 . 3 ～0 . 5 ｃｍ､ 重さ０．１
９を測る。1 6 2 は重さ1 7 . 6 9 を測る鉱津である。
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第３章遺構と遺物

第２節包含層・その他の出土遺物( 第1 8 ~ 2 0 図図版第1 9 . 2 0 ）

表土及び包含層と撹乱から出土した遺物である。図化した遺物は土器が8 1 点、土製品３点、石器７
点、貨幣１点（元佑通賓）の計9 0 点である。土器には縄文土器、弥生土器、須恵器、土師器があり、
時期的には縄文時代から古代におよぶ。

１．縄文時代の遺物
縄文土器（1 6 3 ～1 6 9 ）

1 6 3 は口縁部に沈線を引き、貝殻文を施文する。焼成は良く黄橿色を呈する。胎土は１m m 程の砂粒
および海面骨片を含む。1 6 4 ～1 6 9 は体部片で縄文を施文し、縄文帯が太く荒いもの（1 6 4 ～1 6 7 ）と細
かいもの（1 6 8 . 1 6 9 ）がある。
石製品（2 1 7 ～2 1 9 ）
2 1 7 . 2 1 8 は石錐で、二等辺三角形を呈し、基部のわたぐりが弱い。2 1 7 は長さ2 . 7 ｃｍ、幅2 . 0 ｃｍ、厚
さ0 . 6ｃｍ、重さ２．０９を測る。2 1 8は長さ3 . 0ｃｍ、幅1 . 9ｃｍ、厚さ3 . 5ｃｍ、重さ1 . 5 9を測る。2 1 9は石錐
で長さ3 . 6 ｃｍ、幅0 . 9 ｃｍ、厚さ0 . 6 ｃｍ、重さ1 . 7 9 を測り、縦長の三角形を呈し、先端部が欠損してい
る。石材はいずれも輝石安山岩で黒色を呈する。

２．弥生時代の遺物
弥生土器（1 7 0 ～1 8 5 ）

1 7 0 は口縁部外面に羽状文、口縁唇部内面にハケ状具による刻み目を施す。胎士は１m m 程の白色砂
粒及び海面骨片を多く含み淡黄橿色を呈する。1 7 1 ～1 7 4 は口縁部内面に羽状文が施され、1 7 1 . 1 7 3 .
1 7 9 . 1 8 3 は口縁端部外面に刻承目をもつ。1 7 5 は口縁部内面に斜行短線文（５本櫛）と円形浮文が２個
１対に施文され、外面をハケ調整し内面をナデ調整を施す。胎土は１m m 程の砂粒を多く含ゑ黄澄色を
呈する。1 7 6 . 1 7 7 は口縁部内面に1 7 8 は外面に斜行短線文が施されている。1 8 0 . 1 8 1 は口縁唇部に斜状
の刻み目をもつ。1 8 2 は体部片で外面に櫛描きの直線文、波状文を施している。1 8 4 . 1 8 5 は底径6 . 0 ｃｍ
前後の底部で、外面をハケ調整、内面はナデ調整し黒色を呈する。
石製品（2 2 1 ）

2 2 1 は長さ1 . 8 ｃｍ、幅0 . 3 ｃｍ、厚さ0 . 3 ｃｍ、孔径0 . 1 ｃｍ、重さ0 . 2 9 を測り、淡緑灰色を呈する滑石
の管玉である。

３．古墳時代の遺物
土師器（1 8 6 ～2 1 2 ）

1 8 6 ～1 9 1 は、口径1 4 . 0 ｃｍ前後を測る塊形土器である。1 8 6 ～1 8 8 は内湾して伸びる口縁部をもち口
縁唇部を丸く納める。1 8 9 は口縁唇部がやや先細りしている。1 9 0 . 1 9 1 . 2 0 8 は体部の途中で屈曲し内湾
気味に外方に伸びる口縁部をもつ。1 9 1 は内面黒色処理を施す。1 9 3 . 1 9 4 は壷の口縁部で1 9 3 の口径
1 0 . 2 ｃｍ、1 9 4 の口径1 2 . 6 ｃｍを測り内外面をミガキ調整している。1 9 9 ～2 0 4 は髪形土器で、口径1 1 . 2
～2 0 . 4 ｃｍまでのものが各種みられ、最も多いのは口径1 2 . 0 ｃｍ前後のものである。1 9 5 ～2 0 0 は口縁
唇部を丸く納め、1 9 5 ～1 9 7 は頚部で緩く屈曲し、比較的直立気味に外反して伸びる口縁部をもつ。１９８
～2 0 0 は頚部で鋭く屈曲し外反して伸びる口縁部をもつ。2 0 1 ～2 0 4 は口縁唇部を面取りしている。外

－２５－



面をハケ、ナデ調整し、内面をハケ、ナデ、ケズリ調整している。2 0 5 は口径2 6 . 6 ｃｍを測る移動式
竃の上部である。外面をハケ調整し内面を指で押さえている。２０７．２０９．２１０は高杯形土器で、2 0 7 は
口径1 5 . 0 ｃｍを測り口縁部先端で外反し境形の杯部をもつ。内外面共にミガキ調整を施す。2 0 9 は底
径8 . 4 ｃｍを測る脚部である。杯部外面をハケ調整、脚裾部オサエ、ナデ調整、杯部内面をミガキ調
整、脚裾部内面をナデ調整している。2 1 0 は脚柱部である。2 1 1 . 2 1 2 は手握土器で、2 1 1 は口径5 . 2 ｃｍ、
底径3 . 6 ｃｍ、器高3 . 3 ｃｍを測る。2 1 2 は口径6 . 0 ｃｍ、底径4 . 4 ｃｍ、器高3 . 7 ｃｍを測る。
石製品（2 2 0 . 2 2 2～2 2 4）

2 2 0 は滑石の紡錘車で直径3 . 8 ｃｍ、厚さ2 . 0 ｃｍ、孔径0 . 8 ｃｍ、重さ3 8 . 1 9 を測り円錐状を呈する。外
面には放射状に線が掘られている。2 2 2 は緑色凝灰岩の管玉で長さ1 . 8 ｃｍ、幅0 . 7 ｃｍ、厚さ0 . 6 ｃｍ、孔
径0 . 2ｃｍ、重さ1 . 6 9を測る。
須恵器（2 2 6～2 4 5 . 2 4 7～2 5 5）
2 2 6 ～2 3 8 は杯蓋で、口径1 3 . 0 ｃｍ前後のものが多く、全体的に稜がはっきりしたもの（2 2 6 ～2 3 1 ）
と稜が不鮮明なもの（2 3 2 ～2 3 6 ）がある。口縁端部はいずれも弱い段をもって内傾するが2 3 1 は口縁
端部に段を持たず先端は丸承をおびた面をもつ｡ 天井部はヘラケズリ調整を施すものが見られる( 2 2 8 .
2 2 9 . 2 3 1 . 2 3 3 . 2 3 6 ) 。2 3 7 は口径1 6 . 6 ｃｍを測り、口縁端部は屈曲して垂下する。2 3 8 はボタン形のつま
み部で天井部はヘラケズリ調整を施す。2 3 9 ～2 4 5 は坪で口径9 . 2 ～1 5 . 2 ｃｍまでのものが見られる。
2 3 9 の口縁部は受部の立ち上がりが長く内煩する。2 4 0 は外反気味に直立し、2 4 1 は口縁唇部をやや内
側に屈曲する。2 4 2 . 2 4 3 は受け部の立ち上がりが短い。2 4 7 . 2 4 8 は高杯である。2 4 7 は無蓋高杯の坪部
で、口径1 4 ‘8 ｃｍを測り、口縁部内外面に紬が付着する。2 4 8 は底径8 . 8 ｃｍを測る高杯の脚部で、端
部が短めに開き弱い段をもって内傾する。2 4 9 ～2 5 1 は壷で、2 4 9 の口頚部には３条の凹線と波状文が
見られる。2 5 0 は口径1 4 . 4 ｃｍ、2 5 1 は口径1 9 . 4 ｃｍを測り、口縁端部を上方につまみ口縁帯をつくる。
口縁部には降灰が付着する。2 5 2 . 2 5 3 は蕊で、2 5 2 は口縁端部を面取りし、外方へ突出しぎ象に納める。
2 5 3 は口径1 7 . 2 ｃｍを測り、ロ縁端部を面取りしている。2 5 4 は波状文を施した頚部片である。2 5 5 は
タタキ調整を施した体部片である。

４．その他の遺物
須恵器（2 4 6 ）

2 4 6 は有台杯で高台が外方に踏ん張る形状をし、内外面をナデ調整、底部をヘラケズリ調整してい
る。胎土は砂粒及び海面骨片を含み、淡灰色を呈する。
土製品（2 1 4～2 1 6 . 2 2 5）
2 1 4 ～2 1 6 は土錘で３点出土しているが２点（2 1 4 . 2 1 5 ）は欠損し、完形品は１点（2 1 6 ）の承である。
2 1 6 は土師質の円形を呈し長さ3 . 5 ｃｍ、直径3 . 1 ｃｍ、孔径0 . 8 ｃｍ、重量3 1 . 6 9 を測る。2 2 5 は土玉状の
土製品で長さ1 . 0ｃｍ、直径1 . 2ｃｍ、孔径0 . 3ｃｍ、重さ1 . 4 9 を測る。
石製品（2 2 4 ) ･ 貨幣（2 5 6 ）
2 2 4 は輝石安山岩を板状に加工したもので用途は不明である。大きさは長さ2 . 2 ｃｍ、幅0 . 9 ｃｍ、厚
さ0 . 4ｃｍ、重さ1 . 6 9を測る。2 5 6はＢ２区より出土した北宋銭の元佑通賓で、直径2 . 4ｃｍを測る。行
書体で初鋳年は西暦1 0 8 6 年である。
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第４章まとめ

「柳田砂山地区」は、広範囲な寺家遺跡の中で東南端にあたり、前面に邑知地溝帯（低湿地）が広
がる砂丘裾部に位置する。
これまでの調査は本遺跡の発見のもととなった「祭祁地区」や「砂田地区」周辺に集中しており、

その調査成果は周知のとおりである。本調査区周辺では北西約3 0 0 ｍで荒型等が出土した第４次調査
区。1 9 9 5 年に県営ほ場整備事業に伴う第1 1 次調査が石川県立埋蔵文化財センターによって行われ、周
辺の畑地に土器が散布していることが知られていたが、その性格等については不明な点が多かった。
今回の調査は小規模な面積（1 0 0 , 2 ）にもかかわらず良好な資料が得られ、その性格の一端をうか

がい知ることができた。

検出した遺構は重複した３棟の堅穴式建物（１号堅穴式建物→２号堅穴式建物→３号堅穴式建物) 、
土坑１基、ピット1 9 を検出し、内ピット１には土師器の壷を埋納していた。出土した土器は各建物跡
の覆土中からのものが多く、田辺編年１期のT K 4 7 並行期に比定される須恵器やそれに伴う土師器が
一定量出土した。また、最終の３号建物が廃絶した直後に投棄された一括の土器はほぼ同時期に所属
するもので、建物が短期間に２度の立て替えが行われたことが推定される。その他の出土遺物を見る
とこれらの土器と共伴して、祭祁用品の小型銅鏡の破片や管玉、ガラス玉、臼玉が多数出土した。
以上のことから、周知の時期を測って祭祁的行為が行われていたことが明らかとなり、遺跡の特徴
から堅穴式建物には祭記を司る有力者の存在が推測され、該期の本遺跡内における中心的集落が調査
区及び周辺に展開していることがうかがわれる。また、周辺に位置する古窯跡群や古墳群等の比較検
討を今後の課題として進めたい。

〈引用・参考文献〉

小嶋芳孝『寺家遺跡発掘調査報告Ｉ．Ⅱ』石川県立埋蔵文化財センター１８８６．１８８８
田嶋明人『漆町遺跡Ｉ．Ⅱ』石川県立埋蔵文化財センター１８８６．１８８８

越坂一也『永町ガマノマガリ遺跡』石川県立埋蔵文化財センター１８８７

木立雅朗・田嶋明人『古墳時代の研究６土師器と須恵器』雄山閣
谷内碩央・荒木孝平『寺家遺跡』羽咋市教育委員会１９８３
小鳩芳孝・荒木孝平『寺家」羽咋市教育委員会１９８４

谷内碩央・今井淳一『寺家遺跡第８次調査報告醤』羽咋市教育委員会１９８９
宮下栄仁『寺家遺跡第1 0 次調査報告沓』羽咋市教育委員会１９９３
河村好光『羽咋市柳田シヤコデ遺跡』石川県立埋蔵文化財センター１９８４

谷内碩央・木立雅朗・小嶋芳孝・浜岡賢太郎『柳田シヤコデ廃寺』羽咋市教育委員会１９８７
谷内碩央『釜屋・新保・猫ノ目遺跡』羽咋市教育委員会１９８２
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（２）焼土面検出状況・全景（西から）

（１）調査区近景（東から）
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（１）遺構・遺物検出状況・全景（西から）

（２）遺構・遺物検出状況（東から）
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（１）３号竪穴式建物出土遺物（東から）
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（２）３号竪穴式建物出土遺物アップ（東から）



（４）白玉出土（上から）
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（１）銅板片出土（上から） （３）鉱津出土（南から）

（５）遺構検出状況（東から）

（２）紡錘車出土（東から）
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（８）１号竪穴式建物焼土（南から）
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（１）調査区完掘・全景（東から）
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（２）１．２．３号竪穴式建物完掘（東から）
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（２）発掘調査協力者

（１）調査区北側壁面（南から）
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